
革新的な学びで世界へ ～New Borderless Education～



2022年度主な活動

[a] カリキュラム開発
・カリキュラムマップ作成

[b] ナゴヤから地域創生
・企業協働と学校間交流
・国際理解研修

[c] メタバースで
WWL高校生国際会議



[a] カリキュラム開発

WWLカリキュラム開発会議 - カリキュラムマップの作成 -
(a) 探究学習を「総合」だけでなく、「すべての教科」へ



[a] カリキュラム開発
WWLカリキュラム開発会議 - カリキュラムマップの作成 -

(a) 探究学習を「総合」だけでなく、「すべての教科」へ
▶生徒へ見える化



5つの力

社会と教科
がつながる
テーマ設定

[a] カリキュラム開発
WWLカリキュラム開発会議 - カリキュラムマップの作成 -

(a) 探究学習を「総合」だけでなく、「すべての教科」へ
(b) 社会とつながる＝”ConnectEd”



[b]ナゴヤから地域創生

企業・NPO・自治体等との交流＝30以上
▶スタートアップ：STATION Ai（株）, 愛知県スタートアップ振興課

▶学校設定科目WWL特論＝シャープ（株）,Olive,（株）CBCラジオ,アサヒ飲料（株）



[b]ナゴヤから地域創生

学校間交流＝20以上

▶京都市立西京高等学校附属中学校来校：生徒36名・教員2名
▶海外：Design Tech Highschool (アメリカ)：オラクル社



[b]ナゴヤから地域創生

高校生の出前授業
▶小学5年生×4クラス、2時間
▶ WWLの取り組みをさらに若い世代へ

日進市立北小学校



[b]ナゴヤから地域創生

国際理解研修
(a) 現地中継で「誰でもオンライン海外研修」

(2020年-21年：オンライン研修の経験から実施)
(b) 「名古屋めし」と「奈良めし」(奈良県立国際高校との交流より)



[c]高校生国際会議

WWL高校生国際会議ー若者らしい空間と提言ー
(a) オンライン会議システム(Zoom)の欠点→「メタバースで改善できるか。」
(b) 高校生の会議→面白さ、若者らしい会議場、先端技術を駆使



①基調講演：特定非営利活動法人ARUN Seed 代表理事功能 聡子氏

②アイスブレイク
③ポスターセッション

[c]高校生国際会議



VRカンファレンス

テーマ：「高校生が考える新しい時代の新しい学び」
→提言：高校生が考える「シン・タンキュウ」

[c]高校生国際会議



⑴ハード面
ICT技術を駆使することで、場所

や時間、機会、様々な格差に関係
なく、いつでも、どこでも、どん
な状況でも、どんな境遇でも、学
ぶことができます。
⑵ソフト面
学びの内容も、教科書や学校と

いうことにとらわれすぎず、様々
な人から様々なことを学ぶことで、
生徒の可能性が広がります。好き
なことを突き詰めることでその分
野の専門家になることもできます。
国や学校がこういう学びをしてほ
しい、こういう生徒になってほし
いと決めるのではなく、生徒一人
一人がこういう学びをしたい、こ
ういう人になりたいと願い、それ
が実現できる教育です。



“日本発の革新的なカリキュラム”を世界へ
～生徒が考えたNew Borderless Educationで～
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